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グアテマラ日本人会会報 21号（日本人会 40周年記念号）に寄せて 

 

2013年 11月 1日   

在グアテマラ日本国大使館 

特命全権大使 川原 英一 

 

◆毛利宇宙飛行士（未来館館長）のグアテマラ訪問 

 

当国に着任直後、幸運にも、毛利衛（もうり まもる）日本科学技術未来館館長が、グアテマ

ラでの講演に来られました（外務省講師派遣：10月 24日～27日）。 

 

毛利宇宙飛行士の来訪は、当国で大いに注目をされました。ペレスモリーナ大統領が、空港

到着後の毛利さんとすぐ会いたいとの連絡があり、急遽、大統領官邸に馳せ参じました。大統

領との会談では、宇宙船内の活動や地球環境が話題となりました。当地主要紙との取材後、

毛利館長による当地大学生向け講演及び一般向け講演は、いずれも大盛況でした。 

 

ガリレオ大学での毛利講演（左側写真）は、宇宙船

内での興味深い実験や地球上空３００キロの宇宙船か

ら眺めた地球の映像など、大変に貴重かつ豊富な内

容であり、又、毛利講師の非常に心のこもった、わかり

やすい語り口が大好評でした。講演終了後の参加学

生からの質問に対して、毛利講師は質問者とともに考

えながら、結果を見出す作業をされていました。同講

師と聴衆とのユーモアあふれるやり取りを見て、優れ

た研究者であるばかりでなく、大変に優れたコミュニケーターとして、御活躍されていることに

強く感銘を受けました。 

 

当地の講演終了後、毛利館長と当地在留邦人との懇談会がありました。この懇談に、子供

達も参加することを直前に知られて、子供達が興味を持つように宇宙船内での実験活動や食

事事情などの映像を中心とした内容へ、自ら編集をされて、お話しをされました。毛利館長は、

中学生の時、世界初の宇宙飛行士であるガガーリンのＴＶ映像をみて、将来、宇宙飛行士と

なりたいと願い、３０年後にこの夢を実現されました。 また、毛利館長のお父上は、獣医をされ

ていたのですが、若い時に南米移住も考えられた方でした。南米の話をお父様から聞き、大

変に関心を持たれておられたようです。 当地邦人との懇談会では、子供達の質問に共に考え

ながら、丁寧にお答えを頂きました。子供達にとっても、忘れられない極めて貴重なひと時とな

ったことを大変に嬉しく思っております。 
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〇地球「まほろば」 －宇宙からみた地球― 

美しく、住みよい地球は、かけがえのない存在です。 この地球が、温暖化の影響で変化し

はじめています。アジアでの焼畑農耕やアマゾン川流域森林の乱伐などで、陸地の緑の部分

が次第に赤茶けた乾燥地帯に変わりつつある姿をみせながら、毛利館長は、今なら、まだ、地

球を元の姿に戻すことは可能であるとのメッセージを出しておられました。住みよい地球の環

境を維持することは今後の課題として極めて大切と、講演後、参加者一人一人が強く感じられ

たことと思います。 

 

◎ＭＩＲＡＩＫＡＮ（科学技術未来館） 

毛利さんが館長である未来館は、お台場にあり、2020 年の東京オリンピックの試合予定会

場の中心にあります。館内に、世界に一つしかない直径６メートルの球面体 T V（ジオコスモス）

があり、宇宙からみた地球、夜の地球、未来予測映像など興味深い数多くの映像をみることが

出来、また、二足歩行ロボットで人気のアシモ君など数多くの催しがあり、親子で楽しめます。

世界の博物館のなかで、現代から未来をテーマとして展示する博物館は、非常に珍しい存在

です。皆様が東京にお戻りの際は、是非、ご訪問されては如何でしょうか。 

 

〇日本人が生み出した新しい世界地図＜オーサグラフ＞ 

大使公邸で毛利館長御夫妻とお話をする機会がありました。私たちが知る学校の地図教

科書にあるメルカトル方式による世界地図は、400 年前の大航海時代に作成されたもので、赤

道から遠く、緯度が高くなるほど、投影地図のゆがみがひどく、実状と大いに異なっています。

1999 年に日本人建築家の鳴川さんが、実際の大陸面積にほぼ等しい投影法であるアーサグ

ラフによる世界地図の作成を完成。 その後、世界地図として、この新方式への切り替えが進

んでいます。日本の建築家が小学校で給食に出される牛乳のテトラパックに興味を持ち続け

たことから、斬新な地図作成の発想が生まれて、世界に広がったのは、大変に嬉しいこと、との

毛利館長のお言葉でした。未来館には、この地図の展示と地図販売もされています。 

 

◆ペレスモリーナ大統領への信任状奉呈式 

10月 31日、大統領宮殿で当方も含め主要国 5大使の信任状

奉呈式が行われ、翌日当地紙に 5大使の顔ぶれが報じられており

ました（右紙面下段に写真入）。これで外交活動をフルに開始する

ことができるようになりました。この機会に皆様にお知らせ致します。

5大使の中では、着任後 13日目の最速で大統領にお目にかかれたのは、幸運でした。 

 

最後に、日本人会 40 周年記念号への寄稿の機会を与えて頂いたことに感謝申し上げます

と共にグアテマラ日本人会の今後益々の興隆を心よりお祈り致します。  （了） 


